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東アフリカ，エチオピア地溝帯南部に分布する鮮新～更新統のコンソ層は，オルドワン型からアシューリアン型の豊
富な前期旧石器とともに，ホモ・エレクトスとボイセイ猿人の化石を含む多数の哺乳類化石を産する。コンソ層は，挟
在する 30層以上の火山灰の 40Ar/39Ar 年代やコンソ南西に位置するオモ・トゥルカナ盆地の更新世火山灰との対比に基
づいて，約 200～75万年前に堆積したと推定される。本層は堆積後のリフティングにより激しい断層変位を受けている
が，詳細な火山灰対比により露頭間の層序関係を確立できた。これら年代層序を確立した露頭において火山灰や細粒堆
積物の古地磁気分析を行い，コンソ層中にオルドバイ正磁極亜期と松山－ブリュンヌ磁極期の境界を見出した。1.6 Ma
前後の 40Ar/39Ar年代を示す火山灰層の直下には，短い正帯磁層準が確認された。この正帯磁層準は，ギルサ・イベント
やステージ 54イベントに対比される可能性が高い。コンソ層における 3層準の古地磁気境界と 1層準のイベントは，東
アフリカにおけるアシューリアン型石器の研究にとって重要な年代指標層となると期待される。
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